
第二次紫波町食育・地産地消推進計画 概要版
［計画期間］令和４年度～令和８年度

「食」と「農」が育む 紫波のみらい 暮らし心地の良いまちへ
～豊かな自然環境と産業が共存し、生涯にわたって、健康で、誰もがその人らしく暮らすことができる地域へ～

【私たちをとりまく食の悩み…】
様々な家庭環境の変化やライフスタイルの多様化により、食生活

に関心がある一方で、食事のバランスや栄養面などに食の不安を抱
えていたり「食育＝難しい」と感じている人たちが増えていること
が見えてきました。

【食育ピクトグラム（絵文字）】
食育ピクトグラムは、食育の取り組みをこどもから大人まで誰にでもわかり

やすく発信するため、農林水産省が作成したものです。町でも今後、積極的に
このピクトグラムを活用し、食育の「分かる！楽しい！」を発信していきます。

【食育・地産地消推進の具体的な取り組み】
一人ひとりの小さな楽しい気づきをきっかけに、暮らしの中で体感し、深めながら、その輪を広げていきます。
自分のため、大切な人のために行動を始めることで、紫波の豊かな食と農を未来へと繋いでいきます。

このほかにも食育・地産地消のタネは、皆さんの暮らしの中にたくさんあります。小さなタネを見つけて食育
・地産地消を実践してみませんか？ 紫波町の食農情報発信サイト「紫波の食ナビ」はこちらから→

【これから目指す紫波のみらい】
私たちをとりまく様々な課題の解決に向け、町の基幹産業であ

る農業を土台として、暮らし心地の良いまちの実現を目指します。

農業は、町の基幹産業であるとともに、市民の豊かな食を
支えています。また、農業は、食料を生産するだけでなく、
その生産活動を通じ、国土の保全や良好な景観の形成といっ
た多面的機能を発揮し、人々の暮らしを守り、地域の伝統・
伝承の礎として、多くの資源をもたらしてくれています。
今一度、農の大切さを知り、感謝する心、農ある地域への

誇りというタネは、これからの人を育んでいきます。農業に
支えられた地域には、豊かな環境が広がり、なりわいが生ま
れ、生涯を通じた健康、その人らしく暮らすことができる居
場所という実が成長し、暮らし心地の良いまちへと繋がって
いきます。
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①知る・気づく ～知って楽しく～
・紫波の食材、景色に触れてみよう
東西に長い紫波町では、地域、季節ごとに景色
が変わります。地域色豊かな農の風景と豊かに
実った食を探してみませんか。

・手洗い・うがい名人になろう
手洗い・うがいは習慣化できていますか。
食中毒や様々な感染症予防のためにも食事
の前の手洗いうがいを意識しましょう。
衛生管理とバランスの良い食事をすることで
健康な体を作りましょう。

②体感する ～おいしさ楽しさ実感～
・旬の食材を味わおう
近年では、季節関係なく様々な食材がスーパーなどに並んで
いますが、食材には旬があります。旬にしか味わうことが出
来ない食材の魅力を味わってみましょう。

・みんなと一緒にごはんを食べよう
家族や友人、親戚と一緒に食事をすること（共食）は、私た
ちの健康に深く関係しています。会話を楽しみながら、楽し
い食事を実践してみましょう。

・農業・調理を体験してみよう
農業・調理を体験して食や農業への興味、
関心を深めます。様々な体験活動が地域
では例年開催されています。

③深める
～一人ひとりの人育ち～

・食や農を支える人に感謝を伝えよう
食材が私たちの手に届くまで、たくさんの人が
関わっています。農の経験、調理の経験を通じ
て、作り手の苦労や想いに触れることがあるで
しょう。支えてくれる人たちへの感謝や地域の
への誇りを大切にしましょう。

・健康を意識した食生活を実践してみよう
肉や魚、野菜、果物、ごはんなどいろいろな食べ物を
バランスよく食べることで、必要な栄養素を過不足な
く摂取することができます。バランスのよい食事を意
識してみましょう。 (農林水産省HPより)

④広める・繋ぐ
～認め合いながら未来へ～

・産地や生産者を意識して食材を選んでみよう
地元農畜産物を選ぶことは、地域の活性化、
環境保全、生産者を応援することにもつながります。
生鮮食品だけでなく、加工食品にも使われています。
毎日食べているあの食品にも使われているかもしれません。

・伝統料理、郷土料理を伝えよう
郷土料理は、各地域の特産品を活用し、風
土に合った料理として作られ、食べられて
きました。地域の歴史、文化、豊かな四季
のうつろいを感じ、味わってみましょう。


